
放課後子ども教室推進事業実践市町村訪問

訪問日：平成２５年９月１２日（木）

岩沼市の放課後子ども教室

岩沼市では「のびやか教室」と称して４小学校区において放課後子ども教室を運営しています。

「岩沼市子どもの居場所づくり運営委員会」が放課後子ども教室の運営母体となり，コーディネー

ターを中心にスタッフが力を合わせ，放課後の子どもたちの活動を見守っています。

岩沼市は仙台のベッドタウンとして宅地造成なども進んでいます。『『『『地域地域地域地域ののののコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティがががが変容変容変容変容

するするするする中中中中でででで，，，，放課後子放課後子放課後子放課後子どもどもどもども教室事業教室事業教室事業教室事業はははは，，，，地域地域地域地域のののの教育力教育力教育力教育力をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる大切大切大切大切なななな事業事業事業事業であるであるであるである。。。。』』』』と生涯学習

課長さんが熱く語ってくれました。また，子ども教室担当の武田さんからは，『『『『子子子子どものどものどものどもの質質質質がががが変変変変わわわわ

ってきておりってきておりってきておりってきており元気元気元気元気がいいがいいがいいがいい子子子子がががが多多多多いいいい。。。。是非是非是非是非おおおお父父父父さんさんさんさん世代世代世代世代をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした男性男性男性男性スタッフスタッフスタッフスタッフのののの協力協力協力協力がががが望望望望まれまれまれまれ

るるるる。。。。』』』』と問題提起していただきました。

☆☆東部のびやか教室（玉浦小学校区放課後子ども教室）☆☆

岩沼市教育委員会で情報交換を行った後，東部のびやか教室（玉浦小

学校）に訪問しました。この日の活動はボランティアさんが材料等を提

供してくださっての木工教室でした。様々な木片を自分の好きなように

組み合わせ，世界に一つしかない作品を作り上げるといった内容です。

子どもたちは思い思いに木片を集め，「飛行機」「トンボ」「ペンギン」

などの作品を作っていました。「トンボ」を作っていた女の子は，赤マ

ジックで色を塗り「赤とんぼ」に変身させていました。豊かな発想力が

身につく活動だなと改めて感じさせられました。できあがった作品は家

に持ち帰って自慢するのだそうです。活動には，のこぎりやナイフ，電

気ドリルなどの危険を伴う道具が用いられていましたが，子どもたちは

ボランティアさんやスタッフに見守られながら制作活動に熱中していま

した。

コーディネーターの渡辺さんにお話を伺ったところ『子どもたちが自

由な発想で自由な物をつくるって楽しい活動ですよね。』『ボランティア

さんがいつも協力してくれて助かっている。今日も材料等を準備してい

ただきました。ありがたいです。』と話してくれました。

のびやか教室では創作活動や体験活動を多く取り入れ教室運営に当たっています。「勉強も大切です

が楽しい活動が一番！。」コーディネーターの渡辺さんの言葉が印象に残りました。

岩沼市訪問

学校区 実施場所 運営スタッフ 活動時間 開設日数

玉浦小学校区 玉浦小学校 コーディネーター １名 14:30～ 16:30 ２７日

（登録児童３０名） 少人数教室・校庭 教育活動サポーター １０名 ※ 学校の定める下校時刻まで うち休業日

教育活動推進員 １名 ２日

岩沼西小学校区 岩沼西小学校 コーディネーター １名 14:30～ 16:30 ２７日

（登録児童４８名） 特別教室棟図工室 教育活動サポーター １２名 ※ 学校の定める下校時刻まで うち休業日

２日

岩沼南小学校区 岩沼南小学校 コーディネーター １名 14:30～ 16:30 ２７日

（登録児童３９名） 視聴覚教室 教育活動サポーター １５名 ※ 学校の定める下校時刻まで うち休業日

２日

岩沼学校区 岩沼小学校 コーディネーター １名 14:30～ 16:30 ２７日

（登録児童４０名） プレハブ教室 教育活動サポーター １１名 ※ 学校の定める下校時刻まで うち休業日

２日



どう組み合わせて

何を作ろうかな？

これを見本に作るのだ！

ボランティアさんの力作です。

赤く塗れば

赤とんぼ！

スタッフに見守られな

がら活動しています。

これ何？

繭玉です。

何に見えますか？

正解は○○○○！

おじさん

穴開けて！

任せなさい！

のこぎり

気をつけてよ！

まずは宿

題やらな

くちゃ！


